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とハ ドノキが混生している所に葉の裏はイワガネの様l乙多少白い綿毛があるが， 花序の総

梗は長さ 3-5 mm でハドノキ状のものがある。 乙れは明かir.両者の雑種と考えられる。

元来イワガネとハドノキの区分点はイワガネは幼条， 葉柄， 葉の下面脈上l乙長い粗毛が多

く， 葉裏l乙白い綿毛があり， 花序の総梗がOである点である。 ハ ドイワガネは雑種である
から色々の中間裂が見られるが， 一般にはイワガネに近い型が多い。 即ち葉裏に多少綿毛

が出るが， 幼条及葉柄の毛は少くなりハドノキIC近づくものがある。然し時としては葉裏

11'..全く綿毛がなく幼条， 葉柄の毛も殆んどなくなり只葉裏脈上l乙多少粗毛のある点でハド

ノキと区別出来る個体もある。

訂 正（Correction〕

9巻 3 号75頁 IC ナミツユクサ （Commelina undulata R. BR.〕としたものはホウライ

ツユクサ（C. auriculata BL.) Ir.訂正する。
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